
タッチケアの実践を通して

「手のひらから笑顔へ」
～私たちはタッチケアを通して良好な人間関係
を築き、虐待のない幸福な福祉を目指します～



タッチケアを始めた背景

増え続ける
虐待件数



福祉の現場で働く人は

「人の役に立ちたい…」

と思っている人がほとんど。

しかし実際は…

人材・専門的研修の不足などにより現場の支援環境
が疲弊しており、支援者のちょっとしたイライラな
ども虐待の温床になりかねない…

タッチケアを始めた背景



①支援者と利用者様の人間関係をよくしたい

②障害福祉の現場から虐待をなくすために

私達ができることは何か？

福祉の携わるものとして職員への専門的教
育・研修以外でなにかいい方法はないかと模
索していた

職員の職場環境を整えるのは管理者の役目

人の役に立ちたいと思って入職した職員さん
を正しく導くこと

タッチケアを始めた背景



私が長年感じていたこと

「今まで成人の障害をお持ちの利用者さんは人から触れ
られる機会が圧倒的に少なかった」

「思えば大人になるにつれライフサイクルの中で利用者
さんが他者とふれあう機会はどんどん失われていったの
かもしれない」

「いまさらだが利用者さんは人とのふれあいをたくさん
求めていることに気が付くことができた」

「これは障害者だけでなく、子供も高齢者も同じである
と考えた」（自分自身もそうであると感じた）

タッチケアを始めた背景



＜協会顧問桜美林大学山口教授の話＞

・「手当て」は医療の原点

「皮膚は露出した脳」と言われ古来より人々は手を

患部に当てることで、痛みを和らげてきた。

(自然治癒力を高めてきた)

・ロイヤルタッチとプラシーボ効果

中世欧米の皇帝が患者に触れることで患者を多く治

したという。プラシーボ効果(偽薬効果)と言われる。



（一社）日本福祉タッチケア協会(JWT)

の立ち上げ（2021年8月）

フェーズⅢ

×
タッチケアとは「触れるケア」の総称です。
「治療（CURE）」目的ではなく、「ケア
（CARE）」や「癒し」として、看護・介
護での新たな対人援助のケア方法の確立・
普及を目指し（株）エーワン東京様と共同
で立ち上げます。



JWTタッチケアとリラクゼーション
とマッサージの違い

タッチケア
リラクゼーション
（ボディケア、フット
ケア、オイルセラピー

など）
JWT

マッサージ、
指圧、など

医療、治療

• さする程度の力

• 気持ち良さ

• 温かさ

• オキシトシン

• おだやかさ など



＜オキシトシン〜心地よくなる物質〜＞

•オキシトシンは、

脳下垂体後葉ホルモンの一種。

接触によって分泌され、血液を介し
て身体中に広がります。
穏やかさと安心感をもたらし、接触
をしている両者に分泌されます。



＜オキシトシン〜心地よくなる物質〜＞

・「ドーパミン」「セロトニン」「オキシトシン」３つ
のハッピーホルモンと呼ばれる

•オキシトシンは、動物とスキンシップをとった際など
もでる。猫と犬であれば…趣味への没頭や好きな歌を
聴くなどでも分泌する。

•愛する人と一緒にいる時。肌と肌のふれあい。

•「周りを愛したい」「親密な関係を築きたい」という
気持ちが増す



＜オキシトシン〜心地よくなる物質〜＞

•秒速1センチから10センチの速度でタ
ッチした時に、脳に心地よさを感じ
る刺激が強く伝わり、一般的に7分で
分泌量が増加して10分で満ちてしば
らく続くと言われている。

•分泌量が増加すると皮膚の体表温度
も上昇するので、温かさを感じ、温
感もしばらく続く。



タッチケアを始めた背景

始めて話を聞いた際に感じたこと
「オキシトシンってなに？

ちょっと胡散臭いなあ…」
「利用者さんに受け入れられるのかなあ…」

正直に話すとはじめは導入に否定的でした
①騙されているのでは？
②利用者さんのためになるのだろうか？



タッチケアを始めた背景

自分で考えてみました。
利用者さんにはマッサージ的なものとして考えれば
いいのでは…実際に試験的に利用者さんに施術して
いる様子や反応を見て、これはいけると確信しまし
た

利用者さんは人とのふれあいの機会が圧倒的
に少ない。コロナ禍になり、ご家族ともなか
なか会えない寂しさを私達支援者で埋めるこ
とができるのではないか…
タッチケアの導入を決意



エーワン東京のセラピストから指導を受けた施設支援員
が実施。

マッサージと異なる点は揉むという行為ではなく、一定
加重(500g)で手を当て、オキシトシンの分泌を促すこ
とに主眼を置いている点である。

JWTのタッチケア～職員研修～
令和3年1月～



障害者部門で本格的に導入
令和3年6月～

対象

方法

•ピアしらとり、ヒラソル利用者様

•特養しらとりデイサービス利用者様

•征峯会職員

①タッチケアの記録

②支援者アンケート

③外部機関協力の実証実験



施術状況(令和3年6月～令和５年４月)

入力データ数

17０００件以上のデータ
Googleフォームを使い
簡易に入力、まとめやすく

気付きの共有

個人、障害に合わせた施術

自閉症、精神疾患の方など
個人の特性に合わせた施術方法の確立

利用者様を知る

コミュニケーションツール
施術中の会話から利用者様を知り
良好な人間関係を築く



変 化

支援者アンケート
～実施職員の手ごたえ・感想～

27%

63%

5%

5%
0%

職員の心の変化

良い変化があった

どちらかと言えば良

い変化があった

変化はなかった

どちらかと言えば悪

い変化があった

悪い変化があった

職員自身の心の変化

良い変化があった
どちらかと言えば良い変化があった
９０％

どちらかと言えば悪い変化があった
悪い変化があった５％

変化はなかった５％

・利用者様と密に関わる時間が増えた
・会話をして知らない内面を発見した



・タッチケアを始めてから利用者さん との関係性がよ
くなった(より親密性が増した)

・身体的にもオキシトシンの効果があると思うが、一番
は利用者さんの家族から離れて暮らす寂しい心に対して
支援者が寄り添うことで心が満たされているように感じ
る

・今まで支援者が触れることのなかった利用者さんに対
して単純にリラクゼーション効果も見られ、喜ぶ方が多
い

私(個人)の450回以上施術しての感想①



・職員が利用者さんのこと、その方の人生により興味を
持ち、深く知ろうという姿勢が見られるようになった

・利用者さんの喜ぶ顔を見て、職員自身の自己肯定感
(誰かのお役にたっているというやりがい)が高まった

・新人職員も利用者さんと関係性を築くのが早くなった

一番の効果は実は職員自身の心の変化(利用者さんを大
切に思う気持ち)ではないかと感じている

「人の価値とは、その人が得たものではなく、その人が
与えたもので測られる」アインシュタイン

「利他の精神」稲盛和夫

私(個人)の45０回施術しての感想②



私はタッチケアの広がりがきっと障害福祉の
支援現場を変えると信じています。そしてタッ
チケアは障害福祉の世界だけではなく、高齢分
野や認知症のケアにも十分に応用が利くと思い
ます。このタッチケアを全国に普及させること
で利用者様と支援者の人間関係をよくすること、
世の中の虐待をなくす一助となれるようにこれ
からも発信していきたいと思います。

タッチケアを広めるためには仲間が必要

最後に


